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ポジションペーパー（仮訳） 

表題︓ 「持続可能な社会の実現を⽀えるアジアの化学繊維産業」 

I. アジア化繊産業の使命 

1. 世界の⼈⼝は新興国を中⼼に今後も増加し、⾐料品を始めとする必需品の原料となる繊

維の需要も拡⼤する。天然繊維には有限の耕作地における⾷糧⽣産との競合の問題があ

り⽣産量の拡⼤は困難で、化学繊維を主体として今後の需要増に対応していく必要があ

る。 

2. 化学繊維は、設計次第で強さや軽さなど多様な⾯で際⽴った性能を⽤途に応じて発現で

きることから、⾐料⽤途で快適性、意匠性、耐久性等を実現するとともに、医療、建築、

⾃動⾞、航空・宇宙等様々な⾮⾐料・産業分野でも⽋くことのできない素材として、⼈々

の暮らしを豊かなものにすることに貢献している。 

3. 近年、気候変動や⽔不⾜、資源の枯渇、広範な国々における⾼齢化などの地球規模の課題

の深刻化を背景に世界の持続可能性への懸念や関⼼が⾼まっている。化学繊維は航空機

等の軽量化、⽔・空気の浄化、スマートテキスタイル等、様々な⽤途を通じて持続可能な

社会の実現に向けて貢献しており、今後も⾼機能、⾼性能繊維の開発を通じてその寄与

を⾼めていく。 

4. CO2 を排出する化⽯資源への依存、海洋汚染、製造⼯程からの環境汚染物質の流出とい

った、化学繊維または化繊産業が世界の持続可能性に与える負の影響は、⾮常に重要な

課題である。我々アジア化繊産業は、科学的根拠に基づく実効のある対策によりこれら

の課題の解決を⽬指す。 

5. 世界の化繊⽣産の約 90%を占めるアジアの化繊産業は、上記の認識を共有し、各国・地

域間で有効に連携しながら持続可能な社会の実現を⽀えていく。 

 

II. 新型コロナウイルス感染症の影響 

1. 2020 年年初からの新型コロナウイルス感染拡⼤により、アジア化繊産業もいくつかの

国・地域での政府の指⽰による強制的な稼働停⽌等の直接的な影響に加え、各分野にお

ける需要の⼤幅な減退により過去に経験のない⼤幅な収益減少を経験した。 

2. 今後、感染の収束に伴い、多くの⽤途における需要は、時間はかかっても、元の⽔準に戻

るものと⾒られるが、新型コロナウイルスによる以下の影響は永続的なものとして注⽬

するべきである。 

(1) 欧州のコロナ後の経済復興対策は、持続可能性を産業競争⼒に繋げようとする⽅向であ

り、これを受けて持続可能性に関する動きが欧州を中⼼に加速し世界へ伝播していくこ
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とが予想される。 

(2) コロナを契機とするライフスタイルの変化の中で、消費者が利他的あるいは無駄のない

⽣活を志向するようになり、サステナビリティに関する意識が⾼まることが予想される。 

(3) サプライチェーン分断リスク（国内供給優先政策や、感染拡⼤、経営難による操業停⽌）

が顕在化した。 

(4) 感染拡⼤防⽌や治療に資する化学繊維製品の果たす役割が再認識されるとともに、エッ

センシャルユースの増加などニーズが⾼まり、安定供給を求められている。 

3. 上記の動きはいずれも持続可能な社会の実現と軌を⼀にするものであり、コロナ以前か

らの持続可能性への取組の重要性もコロナを機にますます⾼まっているところ、こうし

た状況を踏まえて、アジアの化繊産業はポストコロナ時代において、世界の感染症対策

に⼤きく貢献していく。 

 

III. 持続可能な社会の実現に向けたアジア化繊産業の取組と課題 

我々アジアの化繊産業は、世界の繊維需要の将来の拡⼤に対する供給責任を果たすと同

時に、持続可能な社会実現のために、パリ協定の⽬標や国連 SDGs の達成に向けて、化

繊産業を資源循環型モデルへ移⾏すること、および気候変動対策への取組みが急務とな

っている。 

 

1. 資源循環の実現 

脱炭素および資源有効利⽤の観点から、短期的には既に実⽤化されている PET リサイク

ルの促進により貢献を図る⼀⽅で、⻑期的には化学繊維の原料をライフサイクルで CO2

を排出しない再⽣可能原料へ移⾏させる⽅向で取組を進めている。 

 

(1) PET リサイクル 

A. 各国地域は、⽯化原料に代えて回収 PET ボトルを原料として化繊⽣産を進めているが、

今後更に拡⼤することで、再⽣原料の利⽤促進の観点から資源循環に貢献していく。 

B. 【課題】化繊企業においては不純物の除去など再⽣ PET 原料を使いこなす技術開発、

⽤途開発が求められるほか、回収 PET ボトルの安定確保、回収システムの構築、国や

⾃治体等との連携等が求められる。 

 

(2) “Fiber to Fiber” リサイクル 

A. 既に⼀部のアジアの化繊企業は、⾐料品や漁網等において事業化を始めている。今後、
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技術的課題や回収に関わる諸問題をクリアすることで実⽤領域を拡⼤し、化繊製品の

クローズドループ型のリサイクル体制を構築することで資源循環に貢献していく。 

B. 【課題】製品を⼀旦ポリマーあるいはモノマーまで戻してリサイクルする⼿法におい

ては、繊維製品の易リサイクル設計が求められ、適⽤できる製品が限定される。先ずは、

単⼀素材に近い使⽤済み繊維製品での実現が課題となる。また、製品を油化、ガス化す

るなどの新しいケミカルリサイクル技術は、適⽤に当たっては CO2 排出を含む様々な

環境側⾯から、その有効性について多⾯的な解析を⾏うべきである。 

 

(3) 植物由来原料の活⽤ 

A. アジアでも全⾯的あるいは部分的に植物由来原料を使⽤した化学繊維の商業⽣産が拡

⼤しつつある。植物由来原料を活⽤した化学繊維は、限りのある化⽯資源に依存せず、

廃棄時に焼却してもライフサイクルでの CO2 排出がない点で優れており、循環経済の

促進や気候変動対策に貢献していることから、さらなる拡⼤が望まれる。 

B. 【課題】⽣産量の拡⼤や適⽤繊維の本格的な拡⼤に当たっては、⾷糧⽣産との競合や森

林等の環境破壊を回避するよう、⾷⽤作物の未利⽤部分を活⽤する等の⼿⽴てが必要

である。⽯化原料由来の化学繊維との品質⾯、コスト⾯での⽐較、および植物由来化繊

の⽤途拡⼤への取り組みが必要である。 

 

(4) 上記 (1)〜(3) の共通課題 

A. 消費者にこれら資源循環に貢献するリサイクル原料または植物由来原料を⽤いた製品

の価値を認識してもらうことがこれら製品の普及に繋がるため、消費者の意識付けに

加えて、ユーザー産業や消費者がこれら製品の環境性能を判別し、正しく選択できるよ

うな表⽰制度や認証制度等の構築が求められる。 

B. 特に (2)、(3) については、実⽤化に向けて更なる技術開発、実証が必要であり、各国・

地域政府の⽀援が望まれる。 

C. 資源循環の実現に当たっては、各国・地域において廃棄物回収に関する規制等が適切に

設計、実施される必要がある。 

 

2. 環境負荷の低減 

(1) CO2 排出量削減 

A. パリ協定の下で気候変動の抑制に向けて、アジア各国地域は、CO2 排出量削減の⾼い

⽬標を掲げて取組みを進めている。アジアの化繊産業は「守り」と「攻め」の両⾯から
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気候変動問題に対応していく。 

B. 【課題】化繊製造における省エネや環境保全技術・設備の導⼊を積極的に図るほか、移

動体等の軽量化、蓄熱素材、クーリング素材等の快適機能素材の開発、⽔・空気の浄化

等、温暖化問題をはじめとする気候変動問題への対応を環境貢献製品・技術を通して、

⼀層進めていく必要がある。 

 

(2) 海洋プラスチック問題への対応 

A. 2019 年に合意された⼤阪ブルーオーシャンビジョンでは海洋プラスチックごみによ

る新たな汚染を 2050 年までにゼロとする⽬標が掲げられている。アジアの化繊産業

は、リサイクル推進などにより資源の有効利⽤を進めるとともに、繊維製品から発⽣す

る繊維屑に起因する海洋中のマイクロプラスチック問題について真摯に対応を進めて

いく。 

B. 【課題】繊維屑に起因するマイクロプラスチック問題について、適切かつ有効な対策を

⾏うために、海洋中の存在量・分布、発⽣源、流出経路、⽣態系や環境への影響などに

ついての科学的な知⾒を得ること、必要な測定⽅法の標準化の策定に喫緊の課題とし

て取り組んでいる。これらを踏まえ、繊維製品での対応はもとより関連業界（洗濯機、

洗剤、川中〜アパレル産業）との協⼒により海洋プラスチック問題対策を進めることが

必要である。⽣分解性繊維の使⽤によりこの問題に対応する場合は、様々な条件の海

洋、⼟壌で完全に分解されることを慎重に⾒極める必要がある。 

 

(3) 化学物質管理 

A. 欧州を中⼼にグローバルに化学物質管理規制が進んでおり、アジアの化繊産業でも、原

材料や加⼯剤、染料等の使⽤が制限されつつある。化学物質の最新の安全性情報・科学

的知⾒を情報収集しながら、リスクある物質は代替物質に切り替えるなど環境低負荷

の化繊産業、繊維産業チェーン全体での環境汚染の削減に向けて今後も取組む。 

B. 【課題】世界各国地域で進む環境規制やリスク評価等の動きを注視しながら、適切に環

境低負荷⽣産、環境配慮型原料使⽤素材への切り替えを進めることが必要である。 

 

(4) 繊維サプライチェーン全体として取り組むべき課題 

化繊産業が主体となって取り組む上記 (1)〜(3) の課題に加え、繊維サプライチェーン全体

として改善が必要な以下の課題についても、解決に向けて関係業界に協⼒していくことが必

要である。 
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(a) アパレル等繊維製品の過剰⽣産・廃棄 

(b) 繊維の染⾊、加⼯段階での⽔の⼤量消費 

 

3. 持続可能な社会の実現に貢献する化学繊維製品の拡⼤ 

(1) ポストコロナ時代の化繊産業の貢献 

A. 新型コロナウイルスの感染拡⼤を契機に、マスク、医療⽤ガウン、防護服、衛⽣ワイパ

ー等の医療、衛⽣⽤途の個⼈⽤防護具（PPE︓Personal Protective Equipment︓PPE）

の重要性が増している。化学繊維は、上記の PPE の安定供給を通じて、世界の感染症

対策に⼤きく貢献している。 

B. 【課題】緊急時の PPE の安定供給体制の構築やさらなる⾼性能化、⾼機能化を図って

いく必要がある。 

 

(2) 標準化活動の促進 

A. アジアでは消費者の⾼度化が進み、また、上述の循環経済の促進、気候変動への対応を

進めていく中、これまで以上に安⼼、安全、信頼性の確保の観点から、化学繊維の付加

価値を可視化する必要性が⾼まっている。 

B. 【課題】⾼度化するアジアの化繊市場の状況を適切に把握し、ISO での協⼒などアジ

ア化繊産業の標準化活動を引き続き推進することが必要である。そのためには ACFIF

標準化作業委員会が重要なプラットフォームになると考えられる。 

 

以上 


